
令和３年度契約監視委員会（第１回）議事要旨

１． 日時 令和３年６月２３日（水）１０：００～１２：００

２． 場所 大学改革支援・学位授与機構 小平本館２０８会議室（オンライン開催）

３． 出席者

（委 員）和田委員長、小笠原委員、柴委員

（事 務 局）管理部長、会計課長、会計課契約係長、会計課資産管理係長、

総務課総括係長、総務課情報企画支援室情報戦略係長、

総務課情報企画支援室情報戦略係主任、

大学ポートレートセンター事務室長補佐、

大学ポートレートセンター事務室大学情報システム係長、

監査室長、監査係長

４． 議事

議事に先立ち、令和２年度第２回の議事要旨（案）が確認され、了承された。

（１）令和３年３月分までの契約について

令和２年度契約一覧表及び契約資料に基づき、前回点検後の令和２年１０月から令

和３年３月の間で契約を締結したものを対象として、①一者応札・応募となったもの、

②新たに随意契約を締結したものについて点検を行った。

※質疑の概要については、【別紙】参照。

（２）令和２年度調達等合理化計画の実施状況に係る自己評価（案）の点検について

「令和２年度調達等合理化計画の実施状況に係る自己評価（案）」の審議を行った。

審議の結果、以下主な意見を踏まえた修正は、委員長に一任することを前提に了承され

た。

・調達に係る研修は、ガバナンスとして重要な取組の一つである。計画に基づき実効

性を持って実施していることを、実施日、参加人数等詳細を明記したほうがよい。

・競争入札の趣旨を鑑み、随意契約についても契約金額の妥当性をチェックすること

は重要である。契約金額の妥当性についてもチェック機能を確保している旨、次年

度計画も含め、明記したほうがよい。

（３）令和３年度調達等合理化計画の策定（案）の点検について

「令和３年度調達等合理化計画の策定（案）」について審議を行った。審議の結果、

以下主な意見を踏まえた修正は、委員長に一任することを前提に了承された。

・仕様書も含め、入札説明書は業者がより理解しやすい内容となるよう作成するとと

もに、業者からの問い合わせに対して十分に対応していただきたい。



（４）その他

次回の契約監視委員会は、今回点検した以降の契約について、点検を行う契約を抽出し、

契約の適正性、妥当性の検証を行うこととし、令和３年１１月～令和４年３月頃に実施す

ることが確認された。

以 上



【別紙】

質疑概要

〇令和３年３月分までの契約について

①一者応札・応募となった契約の点検［４件］

・『無線 LAN システム調達』

・『大学ポートレート 海外向け情報発信システム AWS リプレース』

・『大学改革支援・学位授与機構自動車借上げ及び運行管理業務（ハイヤー）』

・『宅配便の集荷・運送業務 一式（令和３年度～令和４年度）』

確認事項・意見 回答

・「無線 LAN システム調達」について、無線 LAN

アクセスポイントの機種は単独メーカーに限

定しているのか。

・本件は、アクセスポイントを増やすものか。

・機種の指定はしていない。耐用年数が超過

していない既存無線 LANアクセスポイント

の管理が可能であったのが応札者のみで

あった。

・リプレースである。

・「大学ポートレート 海外向け情報発信システ

ム AWS リプレース」について、履行期間は十

分確保しているか。

・応札者以外の業者でも対応可能なのか。

・応札者が履行可能であることを実績などで確

認したか。

・工期は十分確保している。履行期間を理由

に入札を辞退した業者は、業者側の事情に

より履行が困難であると判断したと考え

る。

・本件クラウド環境は、一般的な基盤であり、

対応可能な業者は多い。

・応札者は、コンテンツ管理システムの設計

及び構築実績があり、十分履行が可能であ

ると判断した。

・「大学改革支援・学位授与機構自動車借上げ及

び運行管理業務（ハイヤー）」について、応札

者以外が履行できない仕様内容となっている

のか。

・応札者との契約実績はあるか。

・業務の実施は緊急事態宣言発令中を想定し

ており、実施の見通しが立てづらいことか

ら、応札者以外の業者は履行が困難である

と判断したと考える。

・スポット契約の実績はあるが、長期間の契

約は締結していない。

・「宅配便の集荷・運送業務 一式（令和３年度

～令和４年度）」について、特に意見等なし。 －

②新たに随意契約を締結したものの点検［１件］

・『大学改革支援・学位授与機構小平本館で使用する電気』

確認事項・意見 回答

・「大学改革支援・学位授与機構小平本館で使

用する電気」について、事前調査として既存契

・一方的に解約の申し入れがあった令和3年

1月22日から解約日である令和3年1月29日の



【別紙】

約の終了後の供給の調達（令和3年4月1日開

始）における応札者に確認を行ったとのことだ

が、入札はできなかったのか。

間に適切な入札手続きを行うことは困難で

ある。なお、本件契約に当たり、本件契約

相手方のみしか契約に応じられないこと、

また、本件契約相手方が提示した供給金額

が適正であることも確認している。


